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した。その単分子膜はバルク固体のどの固相の融点 (α相165.9K、 β 相171.0K、 γ 相174.1 K) よりも高L 、 185K 付




では相が不安定な )1債、すなわち α 相、 β 相、 γ 相の順で優先的にバルク固相が形成されることが分かった。これはバ









着種について測定した初めての研究である o 2 層膜では、単層膜と異なる相が出現することを見出し、エントロピー
測定値に基づく解釈を与えた。
多層膜領域では、バルク相において現れる準安定結晶相および安定結晶相 (α 、 β、および γ 相)が安定相として
現れることを見出し、吸着量を変えた測定の高い再現性から、 10-40層の聞に、相の相対安定性を単分子膜領域とも
バルク領域とも異なる状態に変化させる領域があることを示した。この結果は幾つかの相が相互に近いギプズエネル
ギーをもって存在する系について詳細な研究をすることによって初めて得られたものであり、界面効果の新しい側面
として注目に値するo この研究は博士(理学)の学位論文として十分価値があるものと認める。
可
t
戸hu
